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研究成果の概要（和文）：皮膚を温めると静脈径が拡張することが知られているが, 詳細な研究は行われていな
い. 血管可視化装置（MillSuss）は, 作動原理として血管の可視化に近赤外光を用いるため人体に無害であり血
管を可視化できることから, 外部温度を変化させて手背静脈の血管径の変化を観察した. 室温24℃時の血管径を
基準とし, 17℃, 22℃の冷水では静脈が収縮し,38℃の温水では静脈が拡張した.  鉱泉浴ではさらに拡張した. 
 しかしながら、駆血後には, 鉱泉使用時と同程度にまで拡張し, 有意差はみられなかった. 
 駆血することで鉱泉温浴による静脈拡張の増強効果は消失したと判断した. 

研究成果の概要（英文）：It has long been known that warming the skin expands the vein diameter, but 
detailed studies have not been conducted. Because the blood vessel visualization device (MillSuss) 
uses near-infrared light to visualize blood vessels as the operating principle. Since it is harmless
 to the human body and not only the arteries but also the veins can be visualized, changes in the 
blood vessel diameter of the dorsal veins of the hand were observed by changing the external 
temperature. The veins contracted in cold water and dilated in warm water at 38 ° C. Further 
dilated in the fountain bath. However, after devascularization, the veins dilated to the same extent
 as when the fountain was used, and no significant difference was observed.
 It was judged that the effect of enhancing the venous dilation by the spa warm bath disappeared by 
the blood removal.

研究分野：麻酔学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1. 人体の静脈の血管径を測定できる装置を考案し外部温度の変化に伴う手背の静脈径の変化を測定した. 2. 外
部温度の変化に伴い手背静脈の血管径は迅速に収縮と拡張を生じ温浴により血管径は約1.3倍まで拡張した. 3. 
鉱泉温浴剤の使用は更なる血管拡張をもたらすものの駆血後にはその効果が消失することから, 鉱泉を用いる有
用性は無いと思われた. 4. 手背の静脈路確保において温浴は優れた静脈拡張効果をもたらすと期待できる. 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

 

１．研究開始当初の背景 

手術室において静脈路の確保は時に困難である. 旧来から皮膚を温めると静脈径が拡張す

ることが知られているが, 詳細な研究は行われていない. 近年, 手首の背面から近赤外光

を照射し, 手首にある血管を明確に描出させる血管可視化装置（MillSuss®）が発売された. 

本装置は, 作動原理として血管の可視化に近赤外光を用いるため人体に無害であり, 動脈

のみならず静脈も可視化できることから, 外部温度を変化させて手背静脈の血管径の変化

を観察した.  

 
 
２．研究の目的 

血管可視化装置 MillSuss®を用いて, 手背静脈を可視化し, そのイメージをデータとして保

存し, 血管径解析装置 (MyoVIEW®) にて血管径を測定した. 外部温度の変化は, 室温

24℃における血管径を基準とし, 17℃冷水, 22℃冷水, 38℃温水に手背を 3 分間曝露し血管

径の変化を測定した. また, 血管拡張作用のある鉱泉温浴剤は 38℃の温水に比較して更な

る血管拡張作用を有するか検討した.  

 
 
３．研究の方法 

研究の流れを図示する. これまでに, 生体の血管径を直接測定する方法は超音波エコーや

レントゲン写真に限れていたが, 我々の方法は血管を簡便に描出し, 画像データから血管

径を測定する新しい方法であり, 再現性も優れている.  

① MillSuss®を用いて静脈を可視 

 

 

②画像データを 

AVerMedia® 

に保存 

 

③血管径を 

MyoVIEW® 

にて測定 



 

 

４．研究成果 
 

【結果１】室温 24℃時の血管径を基準とし, 17℃の冷水, 22℃の冷水, 38℃の温水に手を 3

分間浸したときの血管径変化を観察した. このグラフに示されたのが, その結果である. 

室温 24 度時の血管径を基準の 100％とし, 外部温度によって静脈径がどのくらい変化した

かを百分率で示した. 二つのアスタリスクは, 各区間において p 値が 0.01 未満であったこ

とを示す. 24℃の室温時と

比較して, 17℃の冷水で

75.6±6.8％, 22℃の冷水で

は, 85.4±6.1％へ静脈が収

縮した. そして, 38℃の温

水では, 110.5±3.9％へ静

脈が拡張した. これは, 静

脈径が有意差を持って変化

したことを意味し, 静脈は, 

外部温度が上昇するごとに

有意差をもって収縮と拡張

を生じることが判明した. 

 

考察 1.外部温度と静脈の拡張度の変化 

① 手背静脈は外部温度の変化に対して敏感に収縮・拡張を生じた.  

その反応性は, 短時間の温度差暴露にても生じることから, 迅速であることが判明した.  

② 手背静脈から血管を確保する際には, 外部温度に影響を受けやすいため, 冷却を避け

ること, また加温により室温に比べ拡張の程度が増加するためより確保しやすくなる可能

性がある.  

③ 古来より鉱泉には血管拡張作用が強いことが知られており, 鉱泉に温浴することで血

管拡張作用がさらに増強するのではないか？ 

 

研究 2. 鉱泉温浴と静脈の拡張度の変化 

手背を鉱泉を含んだ 38℃の温浴を行い, 鉱泉なしの温浴と比較した.  

鉱泉成分 

 沈降炭酸カルシウム 

 炭酸水素ナトリウム 

 炭酸ナトリウム（商品名：きき湯®） 

 

【結果 2】室温 24℃時の血管径を基準

とし, 温水および鉱泉に手を 3 分間浸

したときの血管径変化を観察した. 室

温 24 度時の血管径を基準の 100％と

し, 外部温度によって静脈径がどのく

らい変化したかを百分率で示した. 鉱

泉 浴 に て 124.9 ± 8.4% と 温 浴 の み



 

 

110.5±3.9％に比べて有意に拡張した. 温水に比較して鉱泉浴は有意差をもって拡張を増

強した.   

 

【結果 3】鉱泉温浴と静脈の拡張度の変化 

駆血後の血管径を室温 24℃時の血管径

を基準とし, 温水および鉱泉に手を 3 分

間浸したときの血管径変化を観察した. 

室温 24 度時の駆血前の血管径を基準の

100％とし, 静脈径がどのくらい変化し

たかを百分率で示した. 鉱泉浴後に駆血

すると 132.0±6.4%と拡張が増強したが, 

温浴のみでの駆血後には 128.1±11.9%

となり, 鉱泉使用時と同程度にまで拡張

し, 有意差はみられなかった. 駆血する

ことで鉱泉温浴による静脈拡張の増強効果は消失したと判断した.  

 

考察 2.外部温度と静脈の拡張度の変化 

鉱泉成分は血管拡張, 血流促進作用を持つため温浴製剤として普及している. 本研究にお

いても単なる温浴に比較して, 鉱泉の使用は更なる静脈径の拡張をもたらした. しかしな

がら, 駆血の後には鉱泉による血管拡張作用は鉱泉を用いない温浴と同程度であった. 鉱

泉を用いなくても, 温浴後に駆血操作を行うことで静脈径は十分に拡張することが示唆さ

れた.  

 

【結語】 

 

1. 人体の静脈の血管径を測定できる装置を考案し,  外部温度の変化に伴う手背の静脈径

の変化を測定した.  

2. 外部温度の変化に伴い手背静脈の血管径は迅速に収縮と拡張を生じ, 温浴により血管

径は約 1.3 倍まで拡張した.  

3. 鉱泉温浴剤の使用は更なる血管拡張をもたらすものの駆血後にはその効果が消失する

ことから, 鉱泉を用いる有用性は無いと思われた.  

4. 手背の静脈路確保において, 温浴は優れた静脈拡張効果をもたらすと期待できる.  
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